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こんにちは。BRAVEYELL株式会社（ブレイブ
エール）の髙橋昌裕と申します。このたび地域
⾦融機関の皆様にむけたニュースレターを発⾏
することにしました。すべての回で皆様に気付
きやヒントをご提示できるなど、大それたこと
は思っておりません。それでも、私の応援する
地域⾦融機関の皆様に、何回かに１回は、少し
でも「参考になった」と思っていただけるよう
書いてまいります。

また、地域⾦融機関の「外部の専門家との連
携」の⽂脈のなかで、中⼩企業の経営⼒強化に
も携わっています。

髙橋昌裕からのYELL
地域⾦融機関への エール

2019年1月1日

自己紹介

初回につき、自己紹介をさせてもらいます。
私は、大学を卒業後、三井生命を経て、2002年

に外資系コンサルティング会社のA.T. カーニー
に入社し、2018年3月まで約16年間、コンサル
タントとして活動をしてきました。同社では、
⾦融プラクティスに所属し、主に地域⾦融機関
へのコンサルティング（携わったプロジェクト
の約7割が、地域⾦融機関に関するものでした）
に従事しました。
昨年4月に個⼈コンサルタントとして独⽴をし、

BRAVEYELL株式会社を設⽴して本日に⾄ってい
ます。そして、独⽴後も、地域⾦融機関へのコ
ンサルティングやセミナーなどを中心に活動し、
皆様の変⾰に⽴ち向かう勇気（BRAVE）を応援
しています（YELL）。

ニュースレター発⾏の意図

「地域⾦融機関を応援したい」という思いから
これまで書籍を3冊出しました（裏⾯）。また、
⾦融関連の雑誌・新聞へも少なからず記事を書
いてきました。ただし、これらは多くの方に届
けられるという大きなメリットがある一方で、
「いま」伝えたいこと、「軽く」伝えたいこと
には不向きです。そこで、自社メディアとして
自由に（内容も⽂体もタイミングも）活用でき
るニュースレターを発⾏することにしました。
頻度は、月に１回〜２回程度を目指しています。

そして内容は、その時々で、地域⾦融機関の皆
様にお伝えしたいこと、地域⾦融機関に関して
気になっていることを書いていきます。１回あ
たりの⽂字数も多くはありませんので、次回以
降も軽い気持ちで目を通していただければ幸い
です。それでは、どうぞ宜しくお願いします。

・A.T. カーニーと契約を結び、同社のアソシエイテッド・
コンサルタントとしての活動も⾏っておりますが、
本ニュースレターの⽂責はすべてBRAVEYELL/髙橋にあります
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【ザ・地銀 〜構造不況に打ち克つ⻑期ビジョン経営】
（2014年 ⾦融財政事情研究会 刊）

地域⾦融機関の置かれた環境と、変⾰への道しるべを「将来を⾒据える」
「足元を強化する」の２つの観点から書いたエスコート書です。最初に書籍
企画を持ち込んだある出版社さんには「地銀の本を出しても売れない」と断
られましたが、⾦融財政事情研究会様より出版したところ、早々に第９刷ま
でいくヒット作となりました。ここまできたら、「目指せ第10刷」と欲が出
ていますが、果たしてどうなるでしょうか。

【実践︕「現場営業⼒」強化セミナー】
（2016年 ⾦融財政事情研究会 刊）

法⼈営業⼒の強化にむけたノウハウ本です。「コンサルタントが書いた営業
強化の本」というだけで、「机上の空論」と思われることを覚悟して執筆し
ましたが、中身は約70名の“優秀な”地域⾦融機関の⽀店⻑・営業担当者が実
践していたことを、私なりの切り⼝で体系化してみたものです。私の知る限
り６つの地域⾦融機関で、「全⽀店⻑用に」と纏め買いをしていただいたの
は、とても嬉しいことです。

【ゴールベース法⼈取引】
（2018年 ⾦融財政事情研究会 刊）

「お客さまに寄り添い、企業や経営者の夢（＝ゴール）の実現を応援する」
という地域⾦融機関にとって「当たり前」のことが、おろそかになってし
まっている状況に向き合って欲しいと思い書いた本です。本書を何かのキッ
カケで読んでくれた中⼩企業の経営者が「取引銀⾏の担当者に読んで欲し
い」と買い渡してくれたケースもあると聞きます。地域⾦融機関むけの本に
もかかわらず、東京の八重洲ブックセンターで、ビジネスベストセラー1位
を1週、経済・経営ベストセラー1位を2週、獲得しました。


